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衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
君
提
出
原
発
再
稼
動
に
つ
い
て
の
細
野
大
臣
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

定
期
検
査
で
停
止
中
の
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
に
つ
い
て
は
、
安
全
上
重
要
な
施
設
・
機
器
等
が
設
計
上
の
想
定
を

超
え
る
事
象
に
対
し
、
ど
の
程
度
の
安
全
裕
度
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
欧
州
諸
国
で
導
入
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
を
参
考
に
、
新
た
な
手
続
や
ル
ー
ル
に
基
づ
く
安
全
評
価
を
原
子
力
事
業
者
が
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
経

済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
確
認
し
、更
に
内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
が
そ
の
確
認
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
上
で
、

野
田
内
閣
総
理
大
臣
、
藤
村
内
閣
官
房
長
官
、
枝
野
経
済
産
業
大
臣
及
び
細
野
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
が
、
原
子
力
発
電
所

の
運
転
再
開
に
当
た
っ
て
の
安
全
性
に
関
す
る
判
断
基
準
に
基
づ
き
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
全
電
源
喪
失
と
い
う
事
象
の
進

展
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
対
策
が
既
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
原
子
力
事
業
者
が
更
な
る
安
全
性
・
信
頼
性
向
上
の

た
め
の
実
施
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
住
民
の
理
解
や
国
民
の
信
頼
が
得
ら
れ
て
い

る
か
と
い
う
点
も
踏
ま
え
、
そ
の
可
否
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
と
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
こ
れ
と
異
な
る
見
解
に
達

し
た
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
細
野
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
お
い
て
は
、
定
期
検
査
で
停
止
中
の
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再

開
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
確
認
が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
確
認
に
つ
い
て
は
電
力
需
給
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な

一



い
旨
の
発
言
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

電
気
関
係
報
告
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
報
告
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
三
年
三
月
末

に
お
け
る
出
力
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
自
家
用
電
気
工
作
物
を
設
置
す
る
者
が
有
す
る
発
電
設
備
（
以
下
「
自
家
発
設
備
」

と
い
う
。
）
の
最
大
出
力
は
、
関
西
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
関
西
電
力
」
と
い
う
。
）
の
供
給
区
域
で
約
六
百
八
十
五
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
関
西
電
力
、
中
国
電
力
株
式
会
社
、
四
国
電
力
株
式
会
社
及
び
九
州
電
力
株
式
会
社
の
供
給
区
域
（

以
下
「
西
日
本
」
と
い
う
。
）
全
体
で
約
二
千
百
七
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
経
済
産
業
省
が
、
同
年
七
月

に
行
っ
た
自
家
発
設
備
に
関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
般
電
気
事
業
者
向
け
に
売
電
し
て
い
る
と
回
答
し
た
も
の
は
、
関
西

電
力
の
供
給
区
域
に
お
い
て
約
六
十
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
西
日
本
全
体
で
約
百
十
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
余
剰
電
力
が

あ
る
と
回
答
し
た
も
の
は
、
関
西
電
力
の
供
給
区
域
に
お
い
て
約
六
十
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
西
日
本
全
体
で
約
百
四
十
七
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
一
般
電
気
事
業
者
向
け
に
売
電
し
て
い
る
と
回
答
し
た
も
の
と
余
剰
電
力
が
あ
る
と
回
答
し
た
も
の

と
の
合
計
は
、
関
西
電
力
の
供
給
区
域
に
お
い
て
約
百
三
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
西
日
本
全
体
で
約
二
百
六
十
一
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
調
査
に
お
い
て
は
、
売
電
価
格
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
に
よ
る
余
剰
電
力
の
販
売
が
可

二



能
な
量
を
調
査
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
売
電
価
格
に
つ
い
て
は
調
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

関
西
電
力
に
お
い
て
は
、
関
西
電
力
が
自
家
発
設
備
か
ら
調
達
す
る
供
給
力
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
夏
に
つ
い
て
は

九
十
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
平
成
二
十
四
年
夏
に
つ
い
て
は
、八
十
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
見
込
ん
で
い
る
。

ひ
っ

こ
れ
は
、
同
年
夏
の
電
力
需
給
が
逼
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
状
況
等
を
踏
ま
え
、
需
要
家
が
自
家
発
設
備
を
万
一
の
際
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
み
な
し
て
売
電
を
控
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
家
発
設
備
か
ら
の
調
達
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
等
が
理
由
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
七
月
及
び
八
月
に
お
い
て
、
関
西
電
力
管
内
に
お
い
て
定
期
点
検
等
で
発
電
を
停
止
す
る
火
力
発
電
所
及

び
水
力
発
電
所
は
な
く
、
稼
働
で
き
る
も
の
は
全
て
同
年
夏
の
供
給
力
に
織
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
同
年
秋
以
降
の
各
発

電
所
の
定
期
点
検
等
に
つ
い
て
は
、
関
西
電
力
に
お
い
て
、
同
年
夏
ま
で
の
各
発
電
所
の
稼
働
状
況
等
を
踏
ま
え
て
計
画
を

作
成
し
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
こ
れ
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

三



関
西
電
力
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
関
西
電
力
が
締
結
す
る
需
給
調
整
契
約
の
種
類
に
は
随
時
調
整
契
約
と
計
画
調
整
契

約
が
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
三
月
末
に
お
い
て
関
西
電
力
が
大
口
需
要
家
と
締
結
し
て
い
た
同
年
夏
に
適
用
さ
れ
る
需
給
調

整
契
約
の
契
約
件
数
は
二
百
六
十
件
で
あ
り
、
需
給
調
整
契
約
に
よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
な
電
力
の
最
大
値
は
四
十
九

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
三
月
末
に
お
い
て
関
西
電
力
が
大
口
需
要
家
と
締
結
し
た
同
年
夏
に
適
用

さ
れ
る
需
給
調
整
契
約
の
契
約
件
数
は
二
十
四
件
で
あ
り
、
需
給
調
整
契
約
に
よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
な
電
力
の
最
大

値
は
三
十
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
は
、
関
西
電
力
等
に
対
し
、
需
給
調
整
契
約
の
内
容
を
拡
充
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
四

年
三
月
以
降
、
所
管
に
係
る
業
界
団
体
等
に
対
し
、
電
力
会
社
か
ら
の
需
給
調
整
契
約
の
締
結
に
係
る
提
案
に
応
じ
て
対
応

を
検
討
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

関
西
電
力
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
関
西
電
力
の
供
給
区
域
に
お
け
る
平
成
二
十
二
年
夏
の
最
大
電
力
は
三
千
九
十
五
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

四



五
の
�
に
つ
い
て

関
西
電
力
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
に
、
五
の
�
に
つ
い
て
で
お
示
し
し
た
最
大
電
力
の
値
か
ら
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

内
に
と
ど
ま
る
値
が
記
録
さ
れ
た
時
間
は
三
十
時
間
で
あ
り
、
二
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
内
に
と
ど
ま
る
値
が
記
録
さ
れ
た
時

間
は
百
七
時
間
で
あ
り
、
三
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
内
に
と
ど
ま
る
値
が
記
録
さ
れ
た
時
間
は
百
八
十
八
時
間
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
に
お
い
て
、
関
西
電
力
に
対
し
、
平
成
二
十
二
年
夏
に
電
力
不

足
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
を
し
た
事
実
は
な
い
。
な
お
、
政
府
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
等
の
負
荷
平
準
化
機
器
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て
必
要
な
環
境
整
備
等
の
電
力
需
要
の

負
荷
平
準
化
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
西
電
力
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
負
荷
平
準
化
に
資
す
る
た
め
、
大
口
需

要
家
に
対
し
、
需
給
調
整
契
約
へ
の
加
入
を
促
進
し
て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ピ
ー
ク
電
力
費
用
曲
線
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
資
す
る
一
般
電
気

事
業
者
の
情
報
公
開
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

五


